
●
水
間

教
育
目
標
達
成

の
た
め
に
は
、
学
習
環
境

で
あ
り
、
教
材
で
あ
り
、

毎
日
使
う
教
科
書
で
あ

る
。
中
学
校
教
科
書
の
採

択
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
方

針
や
手
続
き
、
そ
し
て
責

任
と
権
限
に
つ
い
て
の
基

本
認
識
を
伺
う
。

■
教
育
長

法
に
基
づ

き
、
県
教
育
委
員
会
の
指

7

導
助
言
の
も
と
責
任
を
明

ら
か
に
し
て
組
織
、
手
順

を
明
確
に
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
世
羅
郡
教
科

用
図
書
採
択
地
区
選
定
委

員
会
を
設
置
し
、
特
徴
を

明
確
に
し
た
資
料
を
作
成

し
て
意
見
を
答
申
す
る
よ

う
諮
問
、
教
科
ご
と
に
調

査
員
を
任
命
し
、
調
査
結

果
を
報
告
す
る
よ
う
、
依

頼
さ
れ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
は
、
適
正
で
公
正
の

原
則
に
則
り
、
地
域
の
実

態
に
即
し
、
児
童
に
と
っ

て
適
切
な
教
科
用
図
書
を

採
択
し
て
い
き
た
い
。

●
水
間

町
づ
く
り
の
視

点
か
ら
、
甲
山
イ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
周
辺
の
土
地
利

用
や
整
備
計
画
の
構
想
を

伺
う
。

■
町
長

世
羅
町
の
活
性

化
に
大
き
く
影
響
す
る
も

の
と
考
え
、
県
企
業
局
や

産
業
振
興
総
室
な
ど
と
協

議
し
て
お
り
、
地
域
住
民

の
皆
様
と
の
連
携
を
図
る

中
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
観

点
か
ら
検
討
す
る
。
第
２

イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

賛
否
両
論
あ
る
中
で
そ
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
関
係

機
関
と
協
議
中
で
あ
る
。

中
学
校
教
科
書
採
択
の
方
針
は

教
科
書
選
定
は
公
正
・
適
正
に

ＱＡ

水間　茂議員

高
速
道
を

町
づ
く
り
に

ど
う
生
か
す

ま
ち
づ
く
り
に

大
き
く
影
響

地
域
住
民
の
皆
様

と
一
緒
に
検
討

ＱＡ

特例債事業はせらにし
消防施設事業１件のみ

合併特例債は甘いアメ
玉か苦いアメ玉か

Ｑ

Ａ

●
岡
田

今
一
度
特
例
債

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

90
億
円
の
新
町
予
算
で
の

活
用
は

■
町
長

特
例
債
の
対
象

事
業
と
し
て
は
、
一
つ
目

は
建
設
計
画
に
基
づ
く
特

に
必
要
な
事
業
又
は
、
市

町
村
振
興
の
た
め
の
基
金

造
成
に
要
す
る
経
費
で
地

方
財
政
措
置
の
拡
充
通
知

に
基
づ
く
も
の
、
二
つ
目

に
上
下
水
道
事
業
及
び
病

院
事
業
に
つ
い
て
合
併
に

伴
う
経
費
の
内
、
特
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
経
費
に

対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

出
資
、
補
助
で
あ
る
。
本

町
の
Ｈ
17
年
度
予
算
は
、

岡田武士議員

合
併
に
よ
っ
て
過
疎
債
の

枠
が
大
き
く
な
っ
た
ほ

か
、
辺
地
債
に
移
行
し
た

事
、
又
事
業
の
縮
小
等
で

過
疎
債
対
応
が
で
き
る
も

の
が
あ
る
た
め
、
せ
ら
に

し
消
防
施
設
事
業
１
件
の

予
算
化
で
あ
る
。
今
後
は

公
債
費
比
率
の
増
加
す
る

事
の
な
い
様
、
起
債
の
有

利
な
借
入
れ
に
心
が
け
て

ゆ
く
。古

城
山
展
望
台
の

管
理
は
ど
う
す
る

経
費
の
か
か
ら
な
い

方
向
で
検
討
す
る

ＱＡ●岡
田

旧
甲
山
町
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
古
城
山
展
望

台
の
維
持
管
理
を
な
ぜ
放

棄
し
た
の
か
。

■
町
長

Ｓ
63
年
７
月
に

完
成
、
ふ
る
さ
と
創
生
基

金
と
地
元
篤
志
家
の
浄
財

で
建
設
、
財
政
の
危
機
的

状
況
に
よ
り
、
や
む
を
え

ず
閉
館
す
る
、
今
後
は
経

費
の
か
か
ら
な
い
方
向
で

施
設
開
放
に
む
け
検
討
す

る
。
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●
小
川

日
々
発
生
す
る

こ
の
悪
臭
を
嗅
ぎ
な
が
ら

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
実
態
を
、
企
業
は
勿

論
の
こ
と
行
政
サ
イ
ド
は

何
と
心
得
て
い
る
の
か
。

調
査
、
指
導
、
助
言
な
ど

し
て
い
て
も
、
一
向
に
成

果
が
み
え
な
い
。
法
に
よ

る
解
決
法
を
求
め
る
な
ら

ば
、
２
ヶ
月
に
１
回
の
測

確
に
遂
行
す
る
こ
と
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
一
番
重

要
と
考
え
る
。

臭
気
防
止
策
に
積
極
的
対
応
を

測
定
回
数
増
、
畜
産
施
設
補
助

事
業
の
導
入
で
検
討

ＱＡ

小川信晃議員

本
町
は
５
月
の
検
診
か
ら

実
施
し
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
。
早
期
に
発
見
で
き
れ

ば
手
術
も
簡
単
に
済
み
、

乳
房
を
温
存
で
き
、
医
療

費
の
節
減
に
な
る
。
検
診

料
を
低
額
に
す
る
考
え

は
。

■
町
長

検
診
料
金
は
老

人
医
療
受
給
者
の
方
、
町

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

無
料
で
、
そ
の
他
の
個
人

負
担
金
は
２，
３
０
０
円
、

５
月
の
検
診
は
４
６
１
人

受
診
、
２
６
５
人
が
負

担
。今

後
検
診
が
受
け
や
す

い
体
制
づ
く
り
に
努
め
、

検
診
料
も
検
討
す
る
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）

検
診
を
低
額
に

検
診
料
検
討
す
る

ＱＡ

●
小
川

（1）
仕
事
の
共
有

化
が
計
ら
れ
て
い
な
い
（2）

事
務
事
業
が
個
々
自
由
で

統
一
化
が
な
い
（3）
公
民
館

に
配
置
す
る
行
政
職
員
の

効
果
が
薄
い
（4）
会
計
処
理

方
法
の
見
直
し
等
、
急
務

を
要
す
課
題
は
決
断
、
実

行
よ
り
な
い
。
首
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
願
う
が
。

■
町
長

（1）
全
職
員
を
対

象
に
研
修
会
で
現
状
認
識

と
課
題
を
あ
げ
共
有
化
を

ね
ら
う
。
（2）
効
率
的
な
事

務
処
理
体
系
を
確
立
し
て

ゆ
く
。
（3）
生
涯
学
習
の
推

進
が
強
化
さ
れ
た
中
、
住

民
自
治
の
振
興
支
援
す
る

立
場
で
今
後
関
わ
っ
て
ゆ

く
。
（4）
財
務
会
計
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
検
討
し
て
ゆ

く
。
全
て
可
能
な
と
こ
ろ

か
ら
実
行
す
る
。

行
財
政
改
革
で
は

で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
決
断

首
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
願
う

可
能
な
と
こ
ろ

か
ら
実
行
す
る

ＱＡ

定
デ
ー
タ
ー
は
必
要
、
予

算
増
が
で
き
る
か
。
施
設

の
改
善
は
ど
こ
ま
で
が
行

政
が
対
応
す
る
の
か
積
極

策
が
み
え
な
い
が
。

■
町
長

先
日
焼
却
施
設

の
立
入
調
査
を
行
い
県
が

指
導
し
た
が
効
果
的
な
改

善
に
は
至
っ
て
な
い
。
悪

臭
測
定
は
関
係
機
関
と
連

携
し
測
定
回
数
を
増
し
デ

ー
タ
ー
蓄
積
に
努
め
る
。

畜
産
施
設
の
導
入
事
業
と

し
て
バ
イ
オ
技
術
を
導
入

す
る
補
助
事
業
を
検
討
、

今
後
企
業
と
連
携
解
決
に

努
力
す
る
。

臭気測定中

す
ぐ
や
る
係
の
設
置
を

す
ぐ
や
る
課
の
自
覚
で

ＱＡ●
西
田

住
民
生
活
に
密

着
し
た
要
望
を
受
け
る

と
、
職
員
が
急
行
し
調
査

す
る
。

費
用
が
あ
ま
り
か
か
ら

な
い
時
は
、
そ
の
場
で
職

員
が
処
理
を
す
る
。

県
土
木
・
国
等
に
関
連

す
る
工
事
も
関
係
部
署
で

調
整
し
、
す
ぐ
要
望
者
に

回
答
す
る
な
ど
、
い
ろ
ん

な
要
望
に「
す
ぐ
や
る
係
」

を
設
置
す
る
考
え
に
、
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

■
町
長

「
す
ぐ
や
る
係
」

の
名
称
は
別
に
し
て
も
、

行
政
の
目
指
す
迅
速
な
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
、
同
感
で

あ
る
。
町
職
員
全
員
が

「
す
ぐ
や
る
課
」
の
自
覚

を
持
ち
業
務
を
迅
速
・
的 西田美喜男議員

●
西
田

死
亡
率
が
増
え

て
い
る
乳
が
ん
の
早
期
発

見
に
有
効
な
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）

が
全
国
的
に
導
入
さ
れ
、



●
田
坂

あ
ま
り
に
も
、

せ
ま
く
圃
場
整
備
効
果
が

出
な
い
た
め
、
構
造
改
善

事
業
の
対
象
に
も
な
ら

ず
、
自
分
の
家
の
周
囲
だ

け
は
と
管
理
し
て
き
た
田

9

畑
も
、
高
齢
化
に
伴
い
維

持
管
理
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
地
域
が
あ
る
。
依
頼

し
て
管
理
を
頼
も
う
と
し

て
も
、
周
り
も
高
齢
者
、

ま
た
雇
用
し
て
管
理
し
よ

う
と
し
て
も
、
年
金
ぐ
ら

し
で
は
、
資
金
負
担
が
大

変
で
あ
る
。
町
長
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
伺
う
。

■
町
長

少
子
・
高
齢
化

が
進
む
な
か
、
小
規
模
農

家
の
農
地
保
全
は
深
刻
な

状
況
に
あ
る
こ
と
は
、
認

識
し
て
い
る
。
町
と
し
て

も
、
圃
場
整
備
、
団
体
営

事
業
（
５
ha
以
上
）
を
活

用
し
、
可
能
な
限
り
地
区

や
面
積
を
拡
げ
て
、
国
・

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し

極
力
整
備
を
進
め
て
ゆ

く
。
ま
た
、
小
規
模
対
策

に
つ
い
て
は
、
担
い
手
の

農
業
生
産
法
人
・
認
定
農

業
者
・
集
落
営
農
の
推
進

に
よ
っ
て
対
応
を
お
願
い

し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に

つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域

直
接
支
払
い
制
度
、
水
田

農
業
構
造
改
革
交
付
金
、

又
町
独
自
の
世
羅
町
農
業

振
興
対
策
補
助
金
事
業

等
、
地
域
の
知
恵
を
結
集

す
る
こ
と
に
よ
り
有
効
活

用
し
、
郷
土
の
農
地
を
守

っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

●
松
浦

広
島
県
は
行
政

ス
リ
ム
化
の
名
の
も
と
に

９
項
目
に
わ
た
る
移
譲
事

務
を
掲
げ
て
い
る
が
、
（1）

ま
わ
り
の
市
と
同
様
に
事

務
の
移
譲
を
受
け
て
は
、

専
門
の
県
職
員
の
受
け
入

れ
な
ど
、
さ
ら
に
、
財
政

を
圧
迫
す
る
の
で
は
な
い

か
、
（2）
小
規
模
の
自
治
体

は
、
す
べ
て
の
委
譲
事
務

を
受
け
な
く
て
良
い
は
ず

で
は
。
（3）
町
長
自
ら
が
、

行
財
政
改
革
推
進
本
部
長

を
、
勤
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

■
町
長

（1）
財
政
的
な
課

題
は
、
行
財
政
改
革
大
綱

を
策
定
す
る
中
で
検
討
し

た
い
。
（2）
基
本
的
に
は
、

１
５
３
全
て
の
事
務
の
移

譲
を
受
け
る
考
え
。
（3）
助

役
を
中
心
に
進
め
て
ゆ
き

た
い
。

小
規
模
農
家
・
圃
場
を
ど
う
生
か
す

で
き
る
限
り
の
条
件
整
備
で

ＱＡ

●
松
浦

（1）
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を

視
野
に
置
い
た
地
域
高
度

情
報
化
は
。
（2）
公
共
下
水

道
工
事
の
見
直
し
は
。
（3）

携
帯
電
話
に
よ
る
地
域
防

災
・
防
犯
シ
ス
テ
ム
は
。

■
町
長

（1）
４
月
当
初
に

策
定
方
針
を
固
め
、
５
年

間
の
実
施
計
画
で
準
備
を

進
め
て
い
る
。
計
画
策
定

業
務
委
託
先
を
決
定
し
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

準
備
中
。
（2）
現
在
、
一
人

あ
た
り
の
下
水
道
使
用

量
、
人
口
動
態
、
建
設
費
、

維
持
管
理
費
の
整
理
と
事

業
予
測
を
行
っ
て
い
る
。

９
月
議
会
に
は
、
素
案
を

提
示
し
た
い
。
（3）
防
災
・

防
犯
・
交
通
安
全
な
ど
に

つ
い
て
、
地
域
社
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
目
的
と

し
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
早
期
に
策
定
し
、
示

せ
る
よ
う
作
業
を
進
め
て

い
る
。

ほ場整備状況を調査する委員

田坂　進議員

分
権
改
革
を
ど
う
取
組
む
か

財
政
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
に
移

譲
を
う
け
る
。

ＱＡ

検
討
す
る
と
答
え

た
３
項
目
の
そ
の

後
は

そ
れ
ぞ
れ
に
進
め

て
い
る

ＱＡ

下水道認定書

松浦敬潤議員




